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外国語 コミュニケーション英語Ⅱ 3 第 2 学年 

Revised POLESTAR  

English Communication Ⅱ 

ナビゲーションノート 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、「話すこと」「書くこと」「聞くこと」「読むこと」という 4 技能

の総合的な力をつける授業です。さまざまな言語材料・言語活動を最大限に活用し、英語の運用能力を

高めましょう。 

・教材で扱われているテーマに対する関心を高め、その背景や文化的意味について学びながら、自分自

身の考えも深めていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「応用英語Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・間違うことを恐

れず、積極的に情

報や考えなどに

ついて話すこと

ができる。 

・聞いたり読んだ

りしたこと、学ん

だことや経験し

たことについて、

その概要や自分

の考えを簡潔に

話すことができ、

その理由も表現

できる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

・ﾍﾟｱﾜｰｸ 

 

 

 

 

応用英語Ⅰ 

・ﾍﾟｱﾜｰｸ

等言語活

動観察 

・間違うことを恐れ

ず、積極的に情報や

考えなどについて書

くことができる。 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだこ

とや経験したことに

ついて、その概要や

自分の考えを簡潔に

書くことができ、そ

の理由も表現でき

る。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

・定期考査 

・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 

   ﾃｽﾄ 

 

 

 

応用英語Ⅰ 

・定期考査 

・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 

   ﾃｽﾄ 

・授業で先生の指

示を理解すること

ができる。 

・日常生活の身近

な話題に関する簡

単な英文を聞いて

おおよそ理解する

ことができる。 

・ﾘｽﾞﾑやｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝ

などの英語の音声

的な特徴に注意し

ながら聞くことが

できる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

・定期考査 

・ﾘｽﾆﾝｸﾞ 

   ﾃｽﾄ 

・教科書の文を意

味のまとまりに

注意して読むこ

とができる。 

・教科書の文の単

語の発音、ﾘｽﾞﾑ

やｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝなど

の音声的な特徴

に注意しながら

音読することが

できる。 

・段落におけるﾄ

ﾋﾟｯｸｾﾝﾃﾝｽの働き

についての知識

を身につけてい

る。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

・定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

積極的に言語活動を行い、ｺﾐｭ

ﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとしているか

を的確に評価できる方法で実

施 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( 6 時間) 

日本に住む外
国の人々の多
くが、日本人
のマナーや勤
勉さを賞賛す
る一方、「若者
たちはもっと
世界を自分の
目で見るため
に出て行くべ
きだ」という
メッセージも
送っているこ
とを読み取り
考える内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・外国の人々から見
た日本人の特徴につ
いて、知っているこ
とを発言しようとし
たり、聞こうとした
りする。 

・各セクションを読む
前に、知っていること
を、ワークシートに基
づいてペアで伝え合
う。 

・外国の人々から見
た日本人の特徴に
ついて、発言しよう
としたり、聞こうと
したりしている。 

・ペアでの言語活動
を観察する 

 

「外国語表現の能力」 

・本文を読んで、日
本に住む外国の人々
の意見について自分
の意見を話す。 

・ペアで自分の考えと
外国の人々の考えの
相違について、伝え合
う。 

・本文を読んで、日
本に住む外国の
人々の意見につい
て自分の意見を話
すことができる。 

・ワークシートを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・外国の人々から送
られた若い日本人へ
のメッセージを読
み、理解する。 

・セクションごとに、
教科書の英問英答問
題に答え、概要を理解
する。 

・外国の人々から送
られた若い日本人
へのメッセージが
理解できる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・完了不定詞／to 不
定詞の受動態／助動
詞+have＋過去分詞
の用法を理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を理
解する。 

・完了不定詞／to

不定詞の受動態／
助動詞+have＋過
去分詞の用法を理
解している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 

Lesson ２ 

( 6 時間) 

「バリアフリ
ー」と「ユニ
バーサルデザ
イン」の違い
に つ い て 知
り、ユニバー
サルデザイン
について興味
を持ち、理解
を 深 め る 内
容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ユニバーサルデザ
インについて、知
っていることや思
っていることを発
言しようとする。 

・ユニバーサルデザイ
ンについて、知って
いることをワーク
シートに書き出し、
ペアで伝え合う。 

・ユニバーサルデザ
インについて、知
っていることや
思っていること
を発言している。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ユニバーサルデザ
インという呼び方
や概念が取り入れ
られた歴史につい
て話す。 

・ペアでユニバーサル
デザインという呼
び名や概念につい
て話し合う。 

・ユニバーサルデザ
インという呼び
方や概念が取り
入れられた歴史
について話すこ
とができる。 

・ペアでの発表の内
容を観察、評価す
る。 

「外国語理解の能力」 

・日本におけるユニ
バーサルデザイン
使用の現状を理解
する。 

・セクションごとに、
教科書の英問英答
問題に答え、概要を
理解する。 

・日本におけるユニ
バーサルデザイ
ン使用の現状を
理解することが
できる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・前置詞と関係代名
詞／形式目的語 it

の用法を理解す
る。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・前置詞と関係代名
詞／形式目的語 it

の用法を理解し
ている。 

・教科書の KEY 

LANGUAGE の
問題を使い、各文
法事項を適切に
使うことができ
るかどうかを評
価する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( 6 時間) 

飢餓に苦しむ
人々と、食べ
過ぎによって
健康を害する
人々の両方を
救 う 「 Table 

for Two」とい
うプロジェク
トを紹介する
内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・飢餓や食べ過ぎに
よる健康への影響
について知ってい
ることや調べたこ
とを積極的に話
す。 

・飢餓や食べ過ぎな
ど、世界が直面する
問題についてペア
で伝え合う。 

・飢餓や食べ過ぎに
よる健康への影
響について積極
的に話している。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことに基づ
き、Table for Two

というプロジェク
トがどのようなも
のかまとめる。 

・グループで話し合
い、他者の意見を参
考にしながら、自分
の意見を整理する。 

・読んだことに基づ
き、Table for 

Two というプロ
ジェクトがどの
ようなものかま
とめることがで
きる。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・Table for Two とい
うプロジェクトが
人々にどのような影
響を与えるか理解す
る。 

・セクションごとに、
Summary を完成さ
せ、概要を把握す
る。 

・ Table for Two と
いうプロジェクト
が人々に与えた影
響を理解すること
ができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係副詞の継続用
法、関係代名詞の
継続用法、進行形
の受動態を理解す
る。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・関係副詞の継続用
法、関係代名詞の
継続用法、進行形
の受動態を理解
している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 

Lesson ４ 

( 6 時間) 

1890年に和歌
山県沖で発生
したトルコ船
座礁の際に日
本人が取った
行動と、約 1

世紀後にイラ
ンイラク戦争
でトルコ人が
日本人を救っ
た出来事を紹
介し、理解を
深める内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・トルコやエルトゥ
ール号遭難事件に
ついて調べてきた
ことを積極的に話
す。 

・エルトゥール号遭難
事件での人々のと
った行動について、
グループで意見を
出し合う。 

・トルコやエルトゥ
ール号遭難事件
について調べて
きたことを積極
的に話している。 

・グループで出た意
見をクラスで発
表させる。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことに基づ
き、トルコ人を救
うために村人たち
がとった行動につ
いてまとめる。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・読んだことに基づ
き、トルコ人を救
うために村人た
ちがとった行動
についてまとめ
ることができる。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・イランイラク戦争
でトルコ人が日本
人を助けようとし
たいきさつを読み
取る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆Ａ
問題の問いを利用
して、概要を把握す
る。 

・イランイラク戦争
でトルコ人が日
本人を助けよう
としたいきさつ
を読み取ること
ができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・完了形の分詞構文、
what+(little/few)

+名詞、未来完了形
の用法を理解す
る。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・完了形の分詞構
文、
what+(little/few)

+名詞、未来完了
形の用法を理解
している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

( 7 時間) 

ロケットを作
るという自分
の夢を実現さ
せることで、
周りの人が言
う「どうせ無
理」という言
葉を否定した
植松努さんを
紹介し、彼の
メッセージが
私たちに何を
伝えているの
か 考 え る 内
容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・宇宙やロケット開
発について、知っ
ていることや調べ
てきたことを積極
的に話す。 

・知っていることペア
で伝え合う。 

・宇宙やロケット開
発について、知っ
ていることや調
べてきたことを
積極的に話して
いる。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・植松さんの子ども
時代に関する英文
を読んで、ロケッ
ト作りを目指した
理由をまとめる。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・植松さんの子ども

時代に関する英文

を読んで、ロケッ

ト作りを目指した

理由をまとめるこ

とができる。 

・ワークシートを提
出させ、その取り
組み状況を判断
材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・植松さんのメッセ
ージが私たちに何を
伝えているかを読み
取る。 

・セクションごとに英
問英答問題に答え、
概要を理解する。 

・植松さんのメッセ
ージが私たちに何
を伝えているかを
読み取ることがで
きる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・be+to 不定詞、句
や節を受ける
which の用法を理
解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・ be+to 不定詞、
句や節を受ける
which の用法を
理解している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 

Lesson ６ 

( 7 時間) 

環境や交通の
問題を抱えて
いたブラジル
の都市「クリ
ティバ」を、
すぐれた都市
開発の導入で
世界の注目を
集めたジャイ
メ・レルネル
の政策につい
て知る内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ブラジルの国や文
化について見聞き
したり知っている
ことを積極的に話
す。 

・ブラジルの国や文化
について、グループ
で話し合う。 

・ブラジルの国や文
化について見聞
きしたり知って
いることを積極
的に話している。 

・グループで出た意
見をクラスで発
表させる。 

「外国語表現の能力」 

・レルネルの再開発
とそれに対する店
の経営者たちの意
見をまとめる。 

・セクションごとに
Summary を完成さ
せ、全体として一つ
の要約文に仕上げ
る。 

・レルネルの再開発
とそれに対する
店の経営者たち
の意見をまとめ
ることができる。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・住民が意見を変え
た理由と、公共交
通機関の再開発の
内容を読み取る。 

・セクションごとに英
問英答問題に答え、
概要を理解する。 

・住民が意見を変え
た理由と、公共交
通機関の再開発
の内容を読み取
ることができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・複合関係詞,S+V（使
役動詞）+O+C（過
去分詞）の用法を
理解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・複合関係詞,S+V

（使役動詞）
+O+C（過去分詞）
を理解している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

( 7 時間) 

あるきっかけ
で英語での落
語を始めた桂
かい枝さんを
紹介し、英語
と日本語での
リズムの違い
や世界での公
演について知
る内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・落語の特徴につい
て、知っているこ
とを積極的に話
す。 

・落語の特徴について
知っていることを
ペアで伝えあう。 

・落語の特徴につい
て、知っているこ
とを積極的に話
している。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・落語の歴史と、英
語の落語を始めた
桂かい枝さんのそ
れまでの経緯をま
とめる。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・落語の歴史と、英
語の落語を始め
た桂かい枝さん
のそれまでの経
緯をまとめるこ
とができる。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・日本語と英語の落
語の違いについて理
解する。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆Ａ
問題の問いを利用
して、概要を把握す
る。 

・日本語と英語の落
語の違いについて
理解できる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・so／neither+(助)

動詞+主語、as if

の用法について理
解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・ so／neither+(助)

動詞+主語、as if

の用法について
理解している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ
ストにおいて、知識
が身に付いている
かを判断する。 

Lesson ８ 

( 7 時間) 

南アフリカ共
和国新大統領
に就任したネ
ルソン・マン
デラが、自国
開催のラグビ
ー・ワールド
カップを通じ
て、国をひと
つにしたスト
ーリーを紹介
する内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・南アフリカ共和国
やアパルトヘイト
について、知って
いることや調べて
きたことを積極的
に話す。 

・知っていることをワ
ークシートに書き
出し、グループで話
し合う。 

・南アフリカ共和国
やアパルトヘイ
トについて、積極
的に話している。 

・グループでの言語
活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・マンデラ大統領の
ラグビー・ワール
ドカップへの想い
についてまとめ
る。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・マンデラ大統領の
ラグビー・ワール
ドカップへの想
いについてまと
めることができ
る。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・なぜマンデラは白
人に対して寛大な
態度をとったのか
を理解する。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆Ａ
問題の問いを利用
して、概要を把握す
る。 

・なぜマンデラは白
人に対して寛大
な態度をとった
のかを理解でき
る。 

・定期テストの筆記
テストにおいて
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の継続
用法(～+of 

which)、仮定法現
在、結果を表す to

不定詞の用法を理
解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・関係代名詞の継続
用法(～+of 

which)、仮定法現
在、結果を表す to

不定詞の用法を
理解している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

( 7 時間) 

シンガポール
の下水からき
れいな水を作
る「NEWater」
プロジェクト
には日本の高
度な「ろ過技
術」が使われ
ており、日本
がこの分野で
これからも重
要な役割を果
たすと予想さ
れることが紹
介されている
内容。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・水問題について、
知っていることや
体験したことを積
極的に話す。 

・知っていることや体
験したことをワー
クシートに書き出
し、グループで話し
合う。 

・水問題について、
知っていること
や体験したこと
を積極的に話し
ている。 

・グループで話した
ことを、クラスで
発表させる。 

「外国語表現の能力」 

・シンガポールの水
問題解決策を読
み、まとめる。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・シンガポールの水
問題解決策を読
み、まとめること
ができる。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・NEWater プロジェ
クトのメリット・デ
メリットについて読
み取る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆Ａ
問題の問いを利用
して、概要を把握す
る。 

・ NEWater プロジ
ェクトのメリッ
ト・デメリットにつ
いて読み取るとが
できる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・過去分詞の分詞構
文、いろいろな仮
定法の表現を理解
する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・過去分詞の分詞構
文、いろいろな仮
定法の表現を理
解している。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 

Lesson 10 

( 7 時間) 

「 Less is 

more」という
考えは日本の
デザインの考
え方にも共通
し、あらゆる
ものに取り入
れられている
ことを紹介す
る内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・伝統と現代のデザ
インの特徴につい
て、知っているこ
とを積極的に話
す。 

・知っていることをワ
ークシートに書き
出し、グループで話
し合う。 

・伝統と現代のデザ
インの特徴につ
いて知っている
ことを積極的に
話している。 

・グループで話した
ことを、クラスで
発表させる。 

「外国語表現の能力」 

・桂離宮の美に感銘
を受けたブルーノ
タウトについて読
み、どのように影
響を受けたかまと
める。 

・英問英答で概要を把
握し、要点となる部
分を箇条書きする。 

・桂離宮の美に感銘を

受けたブルーノタ

ウトについて、どの

ように影響を受け

たかまとめること

ができる。 

・重要な要点を押さ
え、正しい文法で
論理的に書けて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・禅の考えとその考
えが生きている茶道
や日本建築の特徴に
ついて、読み取る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆Ａ
問題の問いを利用
して、概要を把握す
る。 

・禅の考えとその考
えが生きている茶
道や日本建築の特
徴について、読み取
ることができる。 

・定期テストの筆記
テストにおいて内
容理解を問う出題
により、内容理解が
できているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・付帯状況 with、関
係詞節中に他の節
を含む場合、主語
の省略の用法を理
解する。 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を
理解する。 

・付帯状況 with、
関係詞節中に他
の節を含む場合、
主語の省略の用
法を理解できる。 

・言語の使用場面と
働きを意識した
定期テストの筆
記テストにおい
て、知識が身に付
いているかを判
断する。 


